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　環境経営理念

　環境保全への行動指針

１ ． 当社の事業活動（機械器具設置工事業、産業廃棄物収集運搬業、運送業、倉庫業）が
排出する環境負荷を常に考慮し、3RとRefine(廃棄物を分けること）を全社員が意識
して日々の事業活動に取り組み、継続的に環境保全活動を推進する。

２ ． 環境負荷の削減に取り組む。
①電力、自動車燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量の削減

②水資源の節水

③紙の使用量の削減と再利用化を促進する

④廃棄物排出量を可能な限り削減し、的確な分別処理と再利用化の促進

⑤グリーン購入に努める

⑥環境に配慮した輸送活動の推進

⑦環境配慮工事の推進

３ . 当社の事業活動における環境関連法規の遵守。

４ ． 環境への取り組みを環境経営レポートとしてとりまとめ公表する。

当社は環境保全活動を継続的に推進することが、企業の社会的責任と認
識し、企業全体で未来環境を育み、事業活動から生ずる環境負荷の低減
に自発的・積極的に最大限尽力する。

環 境 経 営 方 針

谷中 宗貴

制定日： 2008年12月1日

改定日： 2021年10月15日

代表取締役社長
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（１） 名称及び代表者名
谷中運輸倉庫株式会社
代表取締役社長　谷中　宗貴

（２） 所在地
営業所及び倉庫 大阪府大東市諸福3丁目12番23号
本社（登記上） 大阪府大東市諸福１丁目8番6号

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 代表取締役社長 谷中　宗貴 TEL：072-871-2301
担当者 総務部 田渕　真土香 TEL：072-871-2301

（４） 事業内容
①重量物運搬据付業、設備解体作業、クレーン作業
　 建設業許可番号：大阪府知事許可（般-04）第62660号　

　 建設業の種類　：とび、土工工事業、機械器具設置工事業、解体工事業
②一般貨物運自動車運送業　
③産業廃棄物収集運搬業及び特別管理産業廃棄物収集運搬業
④倉庫業

（５） 事業の規模
売上高 百万円 建設工事の実績（2022年度）

従業員　　　　　 名 名 重量物搬入据付撤去工事 件
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

受託した産業廃棄物の処理量
㎥
ℓ

㎏

４ｔ車 台
４ｔユニック車 台
３ｔユニック車 台
２ｔ車 台

合計 台

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 谷中運輸倉庫株式会社
対象事業所： 営業所及び倉庫
対象外： なし
活動： 重量物運搬据付業、設備解体作業、クレーン作業、一般貨物自動車運送業、

産業廃棄物収集運搬業、特別管理産業廃棄物収集運搬業、倉庫業

□事業の紹介

組 織 の 概 要

617

55335

1,370

車種 台数
1

収集運搬量（混合） 517
　　　　　（廃油）　　　　

3
3

1709

3

　　　　　（PCB廃棄物）

工事内容 工事件数

4,838

営業所及び倉庫

10

設備機器の搬入据付重量物の搬入据付
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更新日：

□許可の内容

　　■産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
無 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　　■特別管理産業廃棄物収集運搬業許可の内容

廃
P
C
B
等

P
C
B
汚
染
物

無 ○ ○
無 ○ ○
無 ○ ○
無 ○ ○
無 ○ ○
無 ○ ○

京都府

環境経営組織及び役割・責任・権限

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

廃棄物の種類

大阪府 2700057814 平成30年12月21日

兵庫県
令和3年6月22日

奈良県 2900057814 令和3年6月20日

安全衛生会議

令和8年6月21日

令和8年6月19日

令和5年12月20日

積
替
保
管

廃棄物の種類

2803057814 令和4年5月8日 令和9年5月7日

京都府 2600057814

2600057814 平成30年9月18日 令和5年9月17日

奈良県 2950057814 令和5年1月15日 令和10年1月14日

代表者

環境管理 責任者

環境事務局

総務部　田渕

社長  谷中宗貴

社長  谷中宗貴

2022年4月1日

許可区域 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

大阪府 2750057814 令和4年8月3日 令和9年8月2日

兵庫県 2851057814 令和2年9月1日 令和7年8月31日

和歌山県 3050057814 令和5年2月24日 令和10年1月29日

岡山県 3350057814 令和4年11月1日 令和9年10月31日

重量部
（運輸・産業廃棄

営業部 業務部 設計部 倉庫部総務 経理部

・統括責任

・必要な経営資源を準備

・経営における課題とチャンスの明

確化

・環境経営方針の策定・見直し

・環境に関する実行責任者

・環境経営計画の審議

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

・各種帳票の作成・データの取りまとめ

・環境経営目標・計画書案の作成

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実

施

・環境経営目標達成に向けた取組実施

・環境関連法規等遵守の取組

全従業員

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
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✕
✕
✕
〇
✕
✕
〇
〇
〇
✕

〇

✕

✕

✕

数値目標：○達成　×未達成
活動：〇よくできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

環境経営目標及びその実績

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

・日射の室内へ導入及び通風の活用 〇

6月

2,149

7月 8月

2,012 2,3782,191 3,259 3,204 2,8703,4723,241 3,413 2,806
2,8602,189 2,733 3,171 3,429

106%

基準年度比100％となり、目標を1%達成することが出来なかった。7
月～9月の夏場の期間目標達成することが出来なかったことが大
きかった。夏場の節電及び温度管理の徹底、各自の暑さ対策など
の再教育、呼びかけ、掲示を実施すること。

環境に配慮した輸送活動の
効率化

〇

12月11月10月4月 5月

・エネルギー効率の高い機器を購入

水道水の削減 ㎥ 286 283

環境に配慮した工事の推進

原単位目標

2月1月

✕

達成状況

行動目標（次項による）

0.017

67%

333

・不要照明の消灯（節電シール）、パソコン節電モード ○

×

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） △

99%

283

99,569
99%

基準年度比 99%
100,575 99,569枚

取組結果とその評価、次年度の取組内容

グリーン購入の推進

数値目標

785

99%116%

919

107,633

96,996

53% 73%

106,669

777

99%
99,569

kg 801

（実績） （目標）
評
価

kg

kg-CO2 111,782

2,809
3,4292,486 2,324

971

99%

0.016

97%
98,007

基準年度比 98%
794

99%

2023年

基準年度比

1,295

10,637 10,750 10,637

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

67,491

売上高原単位 kWh/千円 0.050
基準年度比

2019年
（基準値) （目標）

電力による二酸化炭素削減

0.049

100%
kg-CO2 10,744

0.049 0.055 0.049

2024年
（目標）

2022年

71%
産業廃棄物の削減

283

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価

基準年度比

0.016

コピー用紙の削減

枚／千円 0.149 0.147 0.173 0.147 0.147

33,804

75%

99%
一般廃棄物の削減

kg-CO2 101,038 99,017

99%

基準年度比 98%
上記二酸化炭素排出量合計

自動車燃料による二酸化炭
素削減

原単位 kg-CO2/千円 0.016 0.016

kWh 33,787

10,637

基準年度比

33,449 33,44933,449

785
109,654 78,241 108,644

685 945

96%

99% 100% 99% 99%

3,192
3月9月

98% 97%

2,693 2,410 2,621

99%

　　　事務所建替えに伴い節電効果の高い電気設備に入替　　             　　　　　　　　　  感知式照明の導入

0

2,000

4,000

4月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電力（kWh） 2019年 2022年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

取組紹介欄

2019年

2022年

取組紹介欄

2019年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2019年

2022年

653604512547600 684616 551608

3月

56 70 83

1,969 2,110 2,030

10月 11月 1月 2月 3月

3月

12月

57 61 65 61

9月

2月

0.133 0.141 0.139 0.143 0.146 0.144 0.144 0.134

○

4月 5月

0.202 0.210 0.192 0.188 0.177 0.170 0.149
0.132 0.109

65 67
72 55

1月

679 635
1,083 907 912 980 882 1,035 709

達成状況

原単位目標 ○

848870

数値目標 ○

2,409

基準年度比99%となり目標未達成。書類の電子化、ミスコピーの削
減、無駄な出力を減らすよう掲示する。また分別、再利用の徹底を
実施すること。

2月

3,070
1,268 1,342 1,565 2,049

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0.336

取組結果とその評価、次年度の取組内容

4月 5月

○
・不要な荷物を積まない ○

2月 3月

○

7月 8月 9月 10月 11月 12月

・更新時に低燃費車を選択

1月

2,017

基準年度比67%、原単位73%となり目標達成。
排出量及び原単位の両方を目標達成出来たことは大変評価でき
る。引き続きエコドライブの推進を実施し、車両整備も徹底し、安全
輸送心掛けるよう周知すること。

・エコドライブの徹底

548 829 797
541

3,280
4月 5月 6月 7月 8月

1,797 1,442 1,235

82

1,245 2,419

53 71

2,627

・梱包材の再利用 ○

61 63

2,272 3,136 2,234

0.260 0.227 0.254 0.239 0.232
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

0.156

達成状況

数値目標

61
80

・分別の徹底

1,349 1,502

×

・使い捨て商品の使用制限 ○
・包装梱包の削減 ○

78
65

7月 8月6月

60 58 71

6月

2,890 2,211

9月 10月 11月 12月
86

0

500

1,000

1,500

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ガソリン（L) 2019年 2022年

0

1,000

2,000

3,000

4,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

軽油（L) 2019年 2022年

0

50

100

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般廃棄物（kg） 2019年 2022年

0.000

0.100

0.200

0.300

0.400

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

二酸化炭素排出量（kg-CO2／千円) 2019年 2022年
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産業廃棄物の削減

取組紹介欄

2019年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄

2019年

2022年

コピー用紙の削減

取組紹介欄

2019年

2022年

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 × 基準年度比116%と大幅に目標達成することができなかった。洗車

時の節水方法の見直し、擬音装置の取付を検討すること。また掲
示や呼びかけも徹底し、再度節水方法を周知すること。

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○
・節水器具の使用 ○

4月 5月 6月 7月 8月 9月 2月 3月
21 0 52 0 51 0 50 0 46

57 30

0

2月 3月1月

基準年度比67%となり大幅に目標達成することが出来た。仕事内容
により大きく影響する項目であり、毎年の排出量の増減の振り幅は
大きいが、引き続き削減、再利用の徹底を怠らないこと。

12月9月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
× 総使用枚数が基準年度比106%、原単位116%大幅に増加に目標達

成することができなかった。コピー用紙の裏面利用、ミスコピー、無
駄な出力の削減を再教育し、書類の電子化の推進を実施するこ
と。

×

10月 11月 12月 1月

原単位目標

9月 10月 11月 12月

95
100

40
50

○

数値目標

・裏紙使用の徹底 ○
・両面印刷、ミスコピーの防止

55 0 56 0 54 0 53 0
0 46 20

28 0

11月10月
40 195

40 40 30 240

達成状況

数値目標 ○

○
・電子メディア等の利用によるペーパーレス化
へ

△

8月

4月
100

・現場材料等再利用できるものは使用す

取組結果とその評価、次年度の取組内容

160
6月 7月 8月

150
5月

・搬入物の放送梱包の削減及び再利用 ○

6月 7月
8,121 8,932

70
70 40 40 0 50

7,808 9,820 9,255 11,414 9,238

10060

8,677 8,157 10,0748,272 7,508 10,341 9,563 7,095 8,028 9,210 9,692 10,052

1月 2月 3月
5,363 7,957 7,050 8,312

180 40

4月 5月
7,305

0

100

200

300

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

産業廃棄物（ｋｇ） 2019年 2022年

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

コピー用紙使用量（枚) 2019年 2022年

0

20

40

60

4月 6月 8月 10月 12月 2月 3月

水道水（㎥） 2019年 2022年
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取組紹介欄

2019年

2022年

グリーン購入の推進

環境に配慮した輸送活動の効率化

環境に配慮した工事の推進

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

・建設現場において、工事元請殿の指示に従い、建設工事資材の再資源化を実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価確認日： 令和 4年 4月15日

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。 外部からの環境上の苦情・要請等もありませんでした。

0.241 0.219

○
○

取組結果とその評価、次年度の取組内容
○ 無駄な商品の購入を控え、グリーン商品の購入を推進することが

できた。引き続き購入前の各部門長による購入品の確認を行うこ
と。

○

10月 11月 12月 2月

・安全なPCB廃棄物収集運搬
・相乗りで現場への移動
・適正なルート及び効率的な作業の実施

・燃費のよい自動車の採用
・省エネ性能の高い電気製品の購入
・事務用品グリーン購入

○

0.238 0.247 0.246

9月5月 6月 7月 8月

0.209 0.173

1月

0.460 0.224 0.227 0.248 0.232

PCB特別措置法 ・PCB廃棄物の適正な週数運搬
・非常時における適正な措置及び訓練

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

適用される法規制

・作業ミスの防止 ○
・顧客クレーム削減

3月
0.140 0.170

廃棄物処理及び
清掃に関する法律

4月
0.224 0.217 0.215 0.184 0.201 0.189 0.189 0.183 0.170 0.149

取組結果とその評価、次年度の取組内容
○ 重量物搬出入作業時あらかじめ作成した計画書に基づき、適正な

ルート及び効率的な作業を実施。またPCB廃棄物収集運搬におい
て無事故であり、令和4年度も安全環境に配慮した輸送をすること
が出来た。

達成状況

達成状況

工事周辺への環境配慮に関するクレームはなく、環境要求を厳守
することができた。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

○

・車両の安全性の確保及び公害の防止
・環境安全及び安全についての技術向上を図る

道路運送車両法

適用される事項（施設・物質・事業活動等）

建設リサイクル法

フロン排出抑制法

振動規制法（現場）
騒音規制法（現場）

労働安全衛生法

・産業廃棄物処理業者は都道府県知事の許可が必要
・保管基準60×60ｃｍ以上の表示、飛散等防止
・許可業者に委託（産廃契約）
・マニフェスト交付と管理
・マニフェスト交付状況の報告
・運搬時運搬車両表示、マニフェスト携帯、許可証携帯

道路交通法 ・法規の遵守と違反の撲滅
自動車NoxPM法 ・大阪府の流入車規制

・環境負荷の少ない自動車への移行に努める
自動車リサイクル法 ・使用済車両のリサイクル、適正処理を行う

・排出時にフロン回収業者に引き渡し
・冷媒フロンを大気中に放出しない
・対象機器の定期点検等

・建設現場において、規制基準に従い工事を実施

・労働者の安全と健康の確保及び快適な職場環境の形成

・工事の効率化 ○

・建設現場において、規制基準に従い工事を実施

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

家電リサイクル法 ・家電製品のリサイクル

0.000

0.200

0.400

0.600

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

コピー用紙使用量（枚／千円) 2019年 2022年
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緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

緊急事態の想定： PCB油流出事故の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

　

　　      　　　　　　　　

大東市小中学校へバスケットボールの寄付 工事無災害の表彰

代表者による全体の評価と見直し・指示

令和5年1月5日　14：00～14：30 谷中運輸倉庫株式会社営業所

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

緊急事態対応の試行・訓練

業務部　重量部　21名
・流出事故対応、通報訓練

令和4年1月5日　14：30～15：30 谷中運輸倉庫株式会社営業所

2023年8月30日

作業マニュアルに従い、PCBの性状、関係法令、携行書類、荷役、収納、漏洩防止方法、緊急時対応手順の確認を実施した。

防火火災対応手順書に従い、通報、消化方法、避難経路の確認、消火器の位置確認を実施した。

業務部　重量部　21名

エコアクション21環境経営システムの取り組みを始めて14年が経過致しました。令和4年度は電力、水の使用

量、一般廃棄物、コピー用紙の削減目標を達成することができませんでした。基準年度に比べ、従業員の増

員、事務所建替えによる施設の拡大が目標に届かなかったことが、原因と考えられますが、冷暖房の消し忘

れ、ミスコピー、無駄な出力等もまだ見られます。次年度に向けて、社内における環境活動の意識は概ね定

着しておりますが、うっかりミスがなくなるように、教育、掲示の徹底を実施致します。

今後はさらに社内書類のペーパーレス化を進め、段階的に電気自動車の導入も積極的に検討しております。

引き続き、社員及び協力業者一丸となり、今年度の反省点を次年度に繋げるよう継続的に取り組みを呼びか

私たちは B.LEAGUE 大阪エヴェッサ を応援していま
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